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古くから、「ケッケーケッ」の調子で謡うことに基本の型が置かれています。

最初の鳴き始め①「ケッ」の声を出し、②「ケー」を次第に吹き上げながら

長く引き、しばらく声を止めて、末尾の③「ケッ」を力強く打つことが

理想とされています。

本イベントは、上記の５項目で、保存会が審査した１位のチャーンを選

び出すコンテストになっております。

主催：うるま祭り実行委員会　
企画運営：うるま市チャーン愛好会　後援：うるま市文化協会チャーン保存部会
協賛企業：（有）桑江工業/（有）島電気/otamaビスケット/和心こばけん/（有）丸徳衛生舎

チャーンのWEB
動画解説付き

チャーンは、古代から人々の生活全体に深い関わりを持って

きました。特に３音節で謡う独特の声色は、ウテードゥイの

名にふさわしく、美声を持って人々の心に癒しと活気を与え

つつ、今日まで大切に飼育されてきました。

黎明を告げる清らかな声は、魔を祓い「ニライカナイ」から

幸せを呼び寄せる力を持つとされ、民話にも登場し、魔除け

の主役として親近感をもたれています。

チャーンってなに？？

チャーンの審査方法は？？
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